



























































































































































































































































































































































































































































































































































格"とも称すべきものに拠るとも，言える o (事実，彼等 3人の中 2人ま
でがユダヤ人であった。)

























れであって，それは多くの立派な， しかし単純な心をもっ人々 manyworthy 
































































































































































































































とはただ，我々における“迩命の力 LaForza del Destino"，即ちー科学
を発展せしめた我々自身における(歴史的)必然性，に賭けて一一……只
管，偉大なる新人(シュムベーターの所謂「新しい人間j，百年に一人或は
せいぜい二人か三人といった)の出自を，期待するに止まる o (然り!官に，
止まる。)
が，しかし，乙こでも又，大いなる悲観は大いなる楽観に通ずる。
「今迄l乙既lこ首尾一貫した科学の発展を保証して来たところの力は，今後
も益々強大なものになっていくに追いない。乙の力の支配下において科学は
絶えず目標設定と目椋達成とを繰返しながら無限なるものを目指して一一つ
まり喧伝されるところの限界とか『究枢目標』などにはお椛し1なしに，無限
に向って流れて行くであろう口何故なら，ある問題の解決は常に別の新たな
問題の入口に繋がるからである O このようにして，ヨリ深い認識とヨリ多く
の事実とが，燦然と輝く存在の大海から絶えず新たに漁り得られてゆくこと
になるであろう。……ところで，我々が現在実際にやっていることは，果し
てこのような軌道に乗っているものなのであろうか。……j (シュムベーター
「社会科学の過去と未来j)
経済学における革命は，今や差迫っている，乎。
〔完〉
